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日本 で越 冬 す る ヒシ クイ Anser fabalisの 亜 種 は,そ の大 多数 が ヒ シ クイ A.f.serrirostris

で,オ オ ヒ シ クイ A.f.middendorfaは 数 が 少 な く,ヒ メ ヒ シ クイA.f.curtusは 稀 に 渡 来

す る,と 考 え られ て い る(日 本 鳥学 会,1974).し か し,日 本 国 内 の ガ ン類 の越 冬 地 ・中

継 地 の調 査 を行 う過 程 で,著 者 らはA.fabalisの 亜 種 の問 題 を再 検 討 す る必 要 を 感 じた.

A.fabalisの 亜 種 の分 類 と識 別 に つ い ては 多 くの研 究 が発 表 され て い るが(黒 田,1939;

DELACOUR,1951;DEMENT'EV　 et　al.1952;OWEN,1980),こ れ らは いず れ も標 本 を 対 象 と し

た も の で あ る.野 外 観 察 に よる亜 種 の識 別 に つ い ては っ き り述 べ た ものは,今 まで な か っ

た.著 者 らは 日本 に渡 来 す るA.fabalisの 各 個 体 群 の亜 種 構 成 を 調 査 す るた めA.f.serri-

rostris　と　A.f.middendorfiの 野 外 識 別 が 可 能 か ど うか を検 討 した.識 別 に あ た って は形 態

的 な特 徴 に 重 点 を 置 き,生 態 的 な 相違 も参 考 に した.そ の結 果,野 外 で 両 亜 種 を 識 別す る

こ とは 可 能 で あ る とい う結 論 に 達 した ので,以 下 に報 告 した い.な お,A.f.curtusに つ い

て は,例 数 が きわ め て少 な く,ま た分 類 学 的 に も検 討 の余 地 が あ るの で,今 回 は論 議 の対

象 か ら除外 した.

A.fabalisの 亜 種 識 別 の 問題 点

A.fabalisの 亜 種 分 類 は 研 究 者 に よ り多少 見 解 の相 違 は あ るが,`ツ ン ドラ型'と`森 林 型'

(タ イ ガ型)の 二 つ に 大 き く類 別 され る(DELACOUR,1951;DEMENT'EV　et　al.,1952;OWEN,

1980).ッ ン ドラ型 は ユー ラ シア 大 陸 の 北極 海 沿 い の ツ ン ドラ地 帯 で 繁 殖 し,森 林 型 は そ

の南 の タイ ガ地 帯 で 繁殖 す る.こ れ らの2型 は形 態 的 に異 な る点 が 多 い.前 者 は や や 小 型

で,ず ん ぐ りした体 型 を して い る,嘴 は短 く,基 部 付 近 が 厚 く,下嘴 も厚 い.後 者 は 大 型

で,首 は 比較 的長 い.曙 はす ら りと して長 く,下嘴 は 薄 くほ ぼ直 線 状 で あ る.な お,ど ち

ら の型 も西 か ら東 方 に そ れ ぞ れ大 型 化す る傾 向が あ る.

A.f.serrirostrisは ツ ン ドラ型 に 属 し,A.f.middendorfiは 森 林 型 に属 す る.こ の2亜 種

は 各 グル ー プで 最 も東 方 に分 布 し,ま た 最 も大 型 の 亜 種 で あ る(Fig.1).し た が っ て,A.f.

serrirostris　とA.f.middendorfiの 形 態 的 相 違 は 他 め ど の亜 種 間 の それ よ りも大 き く,特 に
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Fig. 1. Breeding range of the Bean Goose Anser fabalis.
Breeding range of Tundra Bean Geese 
Breeding range of Forest Bean Geese 
Breeding range of mixed populations. (Modified after DELACOUR, 1951)

嘴部 に お い て顕 著 で あ る.両 者 を 比 較 す る と,A.f.serrirostrisの嘴 は 短 く,基 部 付近 が 厚

く,下嘴 も厚 い のに 対 し,A.f,middendorfiの嘴 は す ら りと長 く,下 曙 が 薄 く,至 近 距離

で 観 察 した 場 合 は嘴 部 だ け で 両 者 を 識 別 で き る(Fig.2).

しか し,野 外 観 察 で は そ の よ う姪 近 距 離 で 観察 で き るこ とは 稀 で,1㎞ また は そ れ

以上 の距 離 か ら望 遠 鏡 で観 察 せ ざ るを 得 な い こ とが 多 い.こ の場 合 に は嘴 の細 部 を 観 察す

る こ とは不 可能 で,上 記 の方 法 で は亜 種 識 別 が 困難 とな る.以 下 比 較 的 遠 距 離 で 両 亜 種 を

野 外識 別す る方 法 に つ い て述 べ る.

A.f.serrirastrisとA.f.middendorfiの 野 外 で の 識 別 点

(1)野 外識別点の選定

著者らはまず野生個体 と,仙 台市八木山動物公園および多摩動物公園で飼育されている

個体の観察を行い,さ らに入手できる限 りの生体と標本の計測を行った.次 に,以 下の頃

目について検討を行い,野 外識別点の選定を行った.

a)野 外観察が容易な鳥体の部位で,2亜 種間の相違が顕著な部位の選定.

b)a)で 選定 した部位の相違を,野 外観察で客観的に比較できる方法の確立.

c)生 態的相違点の選定.

頭部 ・嘴部については重要と思われたので,20か 所について計測を行った(Fig.3).計

測法はBALDWIN　 et　al.(1931)に 従い若干の計測個所を追加した.計 測部位のうち,頸 長 ・

全長などは標本では計測不能のため,生 体についてのみ行った.こ れらの計測値および生
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Fig. 2. Two subspecies of Anser fabalis regularly wintering in Japan. A, A. f. middendorfi 
   (left) and A. f. serrirostris (right) (photo by T. KOMIYA); B, A. f. serrirostris (photo by M. 

   KURECHI); C, A. f middendorfi (photo by H. KIKUCHI).
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Fig. 3. Measurements of the head and bill of Anser fabalis. 1, length of exposed culmen; 2, 
   bill length from nostril to tip; 3, length of mandible from gape to bill tip; 4, bill depth at 
  base; 5, bill depth at posterior end of nostril; 6, bill depth at center of nostril; 7, bill depth 

   at anterior end of nostril; 8, bill depth at nail; 9, visible depth of lower mandible; 10, bill 
   width at base; 11, bill width at posterior end of nostril; 12, bill width at center of nostril; 

   13, bill width at anterior end of nostril; 14, bill width at posterior end of nail; 15, length of 
   nail; 16, width of nail; 17, length of head; 18, height of head at posterior end of eye; 19, 
  height of head; 20, width of bred.

体 の 特 徴 を精 査 し,統 計 的 検 定(t検 定)も 行 った,そ の結 果,上 記 の 条 件 を満 す もの は,

形 態 的 相違 と して は,i)頭 ・嘱 部 の形 態 の 比 較,ii)頸 長 の比 較,生 態 的 相違 と して は,

iii)鳴 き声 の 比較,iv)生 息 環境 の比 較,が 考 え られ 特 に　i)が 有 効 で あ る こ とが 判 明 した.

Table　 1に 各 計 測 部 位 の うち,野 外 識 別 をす る うえで 重 要 と思 わ れ る部 位 の 計 測 値 を,

亜 種 お よび成 鳥 ・幼 鳥別 に示 した.頭 ・嘴部 で 両 亜 種 間 の 相 違 が 最 も顕 著 な の は,露 出嘴

峰(lenght　 of　exposed　 culmen;以 下嘴 峰 と呼 ぶ)と 下嘴 高(visible　depth　of　lower　mandible)

で,計 測 値 上 で も　A.f.serrirostrisは 嘱 が短 く,下 曙 が 厚 く,A.f.mrddendorfiは嘴 が 長

く,下嘴 が 薄 く,有 意 差 が 十 分 認 め られ た(い ず れ もP<0・001).し か し野 外 観 察 の場 合,

そ の長 さを 正 確 に 知 る こ とは 困難 で あ る.こ の 問 題 を解 決す る た め に,頭 長(length　 of

head)と 基 部 に お け る嘴 高(bill　 depth　 at　base;以 下嘴 高 と呼 ぶ)に 注 目 した.こ れ らは

両 亜 種 間 に 有 意 差 が 見 られず(頭 長0.5<P,嘴 高0.2<P),し か も頭 ・嘴 部 を 側 面 か ら見

た 場 合,嘴 部 に 連 な る部 位 で あ る.し た が っ て これ らを 単 位 と し,野 外 観 察 で嘴 峰 の長 短

を 知 る こ とが 可 能 と考 え た,こ れ らを数 量 化 して表 現 した のが,嘴 峰/頭 長 比 と嘴 峰/嘴 高

比 で,前 者 は 頭長 を,後 者 は嘴 高 を基 準 と して嘴 峰 が 頭長 お よび嘴 高 の 何倍 あ るか を表 わ

した もの で あ る(Table　 1,Figs.4-A,B).以 下 これ らにつ い て の数 値 上 の検 討 を して み た

い.

(2)嘴 峰/頭 長 比

嘴峰 お よび 頭長 の 計測 値 が 得 られ た 生 体 と標 本(A.f.serrirotris17体,A.f.middendorfi
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Fig.4.Bill　 characteristics　 of　 Anser　 jabalis　 serrirostris　 and　 A.f.middendorfi.A,exposed

culmen/length　 of　 head;B,exposed　 culmen/bill　 depth　 at　 base;C,bill　 depth　 at　center　 of

nostril/bill　 depth　 at　base.O=adults;●=juveniles;▲=total.
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14体)に つ い て,嘴 峰/頭 長 比 の比 較 を 行 い,そ の分 布 をFig.4-Aに 示 した.A.f.serri-

rastrisの 場 合 は,嘴 峰/頭 長 比 が0.85以 上,0.95未 満 の個 体 が全 体 の82.4%を 占め,大

多数(94.2%)は1.00未 満 で,1.00以 上 の もの は5.8%に す ぎなか った.A.f.middendorfi

の場 合 は,1.05以 上,1.15未 満 の個 体 が57.2%を 占め,85.7%が1.00以 上 の値 を と り,

1.00未 満 は14.3%で あ った.し た が っ て,こ れ は野 外 観 察 で 両 者 を 識 別 す るた め の 指標

とな り,嘴 峰/頭 長 比*1.00を 基 準 と して両 亜 種 の大 多数(A.f:serrirostris94.2%,A.f

middendorfi85.7%)を 判 別す るこ とが 可 能 で あ る.

次 に成 鳥 ・幼 鳥別 に検 討 した.A.f.serrirostrisは 成 鳥 の90.0%,幼 鳥 の100.0%,A.f.

middendorfiは 成 鳥 の90.9%,幼 鳥 は標 本 数 は 少 な い が3例 中2の 例 を,同 比*1.00に よ

り正 し く判 別 で き た.t検 定 の結 果 も両 亜 種 間 で十 分 な 有 意 差 が 認 め ら れ た(P<0.001,

Table　 1).

こ こで用 いた 頭 長 とは 露 出嘴 峰 の 基 部 か ら後 頭 骨 突起 ま で の長 さ で あ る(Fig.3).生 体

を 野 外 観 察 した場 合,頭 長 は こ の計 測 値 よ りも後 頭 部 の羽 毛 分 だ け 過 大 に 評 価 され る こ と

に な る.こ れ は嘴 峰/頭 長 比 に も影響 を 及 ぼす.後 頭 部 の羽 毛 に よ る 頭 長 の 見 か け の増 加

分(約3mm)を 加 えて補 正 した嘴峰/見 か け の頭長(頭長+3㎜)比 を計算 す る と,両

亜 種 と もに 同比 は平 均0.04減 少 す る.し か し,補 正 後 もA.f.serrirostris　 の 同 比 は全 体 の

94.2%が1.00未 満 で,A.f.middendorfiは85.7%が1.00以 上 とな る.こ れ は 羽 毛 を 考

慮 しな い場 合 の結 果 と一 致 す る.以 上 の よ うに,嘴 峰/頭 長 比*1.00は 両 車 種 を 野外 識 別

す る指 標 と して意 味 を 持 つ と考 え る.

(3)嘴 峰/嘴 高 比

嘴峰/頭 長 比 の場 合 と同 様 に,計 測 値 の得 られ た 生 体 と標 本(A.f.serrirostris　 34体,A.f.

middendorfi　 31体)に つ い て比 較 検 討 を 行 い,そ の分布 をFig.4-Bに 示 した,A.f.serri-

rostriは嘴 峰/嘴 高 比 が1.60以 上,1.90未 満 の 個 体 が 全 体 の88.2%を 占 め,A.f.midden-

dorfiは1.90以 上,2.30未 満 の 区間 に 全 体 の96.8%が 集 中 した.し た が って,こ の 比 率

も野 外 識 別 の指 標 とな り,嘴 峰/嘴 高比*1.90を 基 準 にA.f.serrirostris　 の91.3%,A.f.

middendorfiの96.8%を 正 し く区 別 で き る.

成 鳥 ・幼 鳥 別 に 扱 った 場 合 も,同 比*1.90の 判 別 に よ り,A.f.serrirostrisは 成 鳥 の

91.6%,幼 鳥 の90.0%,A.f.middendrorfiは 成 鳥 の96.3%,幼 鳥 は4例 中 の4例 を正 し く

区 別 で きた.し か し,1.90と い う小数 値 を野 外 で 目測 に よ り判 定 す る こ とは,実 際 に は 困

難 で あ る.本 稿 で議 論 して い る識 別 法 は,基 本 的 に は 目視 に よ る も ので,そ れ に 伴 う誤 差

は避 け が た い.そ こで判 別 の基 準 と して の1.90は2(整 数 値)よ りや や 小 さい 値 と考 え,

嘴峰/高 比*2を 基 準 に 亜 種 の 識 別 を 行 うほ うが 現 実 的 で あ る.

この場 合,A.f.serrirastrisは す べ て が,同 比<2で あ るか ら判 定 基 準 の 変 更 に よ り判 定

を誤 る可能 性 は ない.し か しA.f.middendorfiは,同 比1.90以 上2.00未 満 が 全 体 の

48.4%を 占め るた め,A.f.serrirostrisと 誤 判 定 す る可 能性 が 高 い の で,こ の 点 に つ い て

再 検 討 した.嘴 峰/嘴 高 比 が1.90以 上2.00未 満 の 区間 のA.f:middendorfiの 分 布 は全 体

の48.4%を 占め,そ の3/5(全 体 の29.0%)が1.95以 上2.00未 満 の 区 間 に 含 まれ て い

る.ま た,こ の領 域 は 目測 に よ る誤 差 を考 え れ ば,2.00と ほ ぼ 同 値 と して扱 っ て さ しつ か

えな い と考 え られ る.こ れ を 認 め るな らば,嘴 峰/嘴 高 比*1.95(*2)の 基 準 に よっ て,各

々 の全 標 本 の うちA.f.serrirostrisの100.0%とA.f.middendarfiの77.4%を 正 し く判 別
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で き る.成 鳥 ・幼 鳥別 に検 討 した 場 合 も,A.f:serrirostrisは 成 鳥 ・幼 鳥 と も100.0%,A.f.

middendorfiは 成 鳥 の74.1%,幼 鳥 の4例 中 の4例 を識 別 で き た,ま たt検 定 の結 果 も両 者

に十 分 な有 意 差 が 認 め られ た(P<0.001,Table　 1).以 上 の 点 を考 慮 し,こ の判 別 式 は嘴

峰/嘴 高 比*2と す るのが,最 も実 用 的 で あ る.

これ らの結 果 を野 外 識 別 用 に ま とめ る と,成 鳥 ・幼 鳥 い ず れ の場 合 も

嘴峰/頭 長 … …

嘴峰/嘴 高 … ….

〓1A.f.middendorfi

<lA.f.serrirostris

*2A.f.middendorfi

<2A.f.serrirostris

に よ り各 々の大 多 数 を 区 別 で き る.す なわ ち,嘴 峰 が 頭 長 と同 大 か,そ れ 以 半 な らばA.f

middendorfi,そ れ 以下 な らぼA.f.serrirostris,ま た嘴 峰 が嘴 高 の2倍 程 度 か それ 以上 な ら

ぼA.f.middendorfi,2倍 未 満 な らばA.f.serrirostrisと 同 定 す る.

(4)頭 ・嗜 部 の全 体 の形 態

これ は対 象 が か な り遠 方 で,頭 部 と囎 部 の区 別 が 困 難 な 場 合 に も有 効 な識 別 点 とな る.

Fig.5は 両 亜 種 の横 顔 を 正 確 に 模 写 した も の(A)と 単 純 化 した も の(B)で あ る.至 近 距 離

で はFig.5-Aの よ うに見 え るが,遠 距 離 で はFig.5-Bの よ うに見xる こ とが 多い.こ

の場 合,両 亜 種 間 の相 違 点 を 矢 印 で示 した.A.f.serrirostrisは,頭 部 と嘴 部 の接 続 が 滑 ら

か で な く,段 が つ いて 見 え る個 体 が 多 く,上 嗜 は 基部 付 近 が 上 方 に 湾 曲 して い る.ま た 下

顎 部 と下嘴 下 面 を結 ぶ線 が,嘴 先 端 方 向 に上 向 きに傾 い て見 え る.A.f.middendorfiは 頭

部 と上嘴 の接 続 が 滑 らか な 個 体 が 多 く,上嘴 は わず か に 下方 に 湾 曲す るか,直 線 的 で,下

顎 部 と下嘴 下 面 は ほぼ 水 平 線 を な し,頭 ・嘴部 全 体 が,一 つ の 三 角 形 の よ うに見 え る.

Fig. 5. Profiles of Anser fabalis serrirostris and A. f. middendorfi observed nearby (A) and 
   from a distance (B), arrows showing the main differences of the two subspecies.
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 次 に,こ れ らの相 違 が 両 亜 種 の形 態 的 相 違 に 起 因す る もの か否 か につ い て計 測 値 を 踏 ま

え,検 討 を行 う.ま ず嘴 部 と頭 部 の接 続 に つ い て は,こ れ を 滑 らか にす る要 素 と して以 下

の2つ が 考 え られ る.

 a)曙 基 部 付近 の傾 き(絶 対 値)が 大 き い.

 b)前 額 部 の傾 き(絶 対 値)が 小 さい.

a)に っ い て は,A.f.middendorfiは 鼻孔 部 付 近 の嘴 高 がA.f.serrirostrisよ り低 い た め

(Table 1),嘴 高 の鼻 孔 部/基 部 比 はA.f.serrirostrisよ り有 意 に 小 さい(P<0.001, Table 1,

Fig.4-C.そ の結 果,嘴 基 部 か ら鼻 孔 部 付 近 の傾 き(絶 対 値)はA.f.middendorfiの ほ う

がA.f.serrirostrisよ り大 きい..b)に つ い て は, A.f.middendorfiの 頭 部 はA.f. serriro-

strisに 比 べ,前 額 部 が 多 少 低 い傾 向 が見 られ,前 額 か ら嘴 基 部 へ の 傾 き (絶対 値)は

A.f.serrirostrisよ りも小 さい,以 上a), b)に つ い て の検 討 の結 果, A.f.middendorfiは

嘴部 と頭 部 の接 続 を 滑 らか に す る要 素 を 持 ち,A.f.serrirostrisと は 異 な る こ とが 計 測 値 上

か ら も確 認 で きた.

 嘴 部 の形 態 に つ い て は,A.f.serrirostrisはA.f:middendorfiに 比 べ,嘴 部 の鼻 孔 付 近

が 有 意 に 厚 い(P<0.01).一 方,嘴 基 部 お よび嘴 先 端 の 厚 さは 両 者 に有 意 差 は見 られ な い

(P>0.5).野 外観 察 で は,A.f. serrirostrisの 上 嘱 は 鼻孔 付 近 が 上 方 に 湾 曲 し, A.f.midden-

dorfiは ほ ぼ 直 線 状 に見 え る.こ れ は,計 測 値 上 で も両亜 種 の嘴 高 が 基 部 と先 端 で は 有 意

差 が な く,鼻 孔 付近 の みA.f.serrirostrisが 有 意 に厚 い こ とに よ り確 認 で き る.

 同 様 に,下嘴 に つ い て もA.f. serrirostrisはA.f.middendorfiよ り鼻 孔 部 付 近 が 有 意 に

厚 い(P<0.001).ま た下嘴 の最 厚 部 の位 置 の 目安 とな る鼻 孔 の 位 置 は,A.f.serrirostrisの

ほ うが 基 部 寄 りに偏 在 して い る(P<0.001,Table 1).し か も下 嘱 の基 部 は そ の下 面 が 下 顎

部 の 羽 毛 に 覆 わ れ て い るた め,下嘴 基 部 の曙 高 はそ の最 厚 部 で あ る鼻 孔 付 近 よ りも外 見 上

厚 く見 え る.A.f.serrirostrisの 下嘴 が 野 外 で は 基部 か ら先 端 方 向 に上 向 き の傾 きを 持 つ よ

うに 見 え るの は,上 記 の理 由に よ り,下嘴 高 が 先 端 か ら基 部 方 向 へ 厚 くな る よ うに 見 え る

こ とに よ る もの と考 え られ る.

 A.f. middendorfiはA.f.serrirostrisよ りも下嘴 が 薄 く,下嘴 の 最 厚 部 が嘴 先 端 方 向 に

位 置 し,か つ下嘴 が長 い.し たが っ て曙 基 部 付 近 が 羽 毛 のた め 厚 く見 え て も,そ れ に連 な

る部 分 の下嘴 お よび下嘴 最 厚 部 もA.f. serrirostrisよ り薄 い ので,下嘴 全 体 が 一 様 に 薄 く

見 え る.A.f.middendorfiの 下嘴 下 面 が 野 外 で は ほ ぼ 水 平 線 を な す よ うに見 え るの は,こ

れ らの理 由 に よ り説 明 で き る.以 上 の計 測 値 上 の 検 討 に よっ て も頭 ・嘴 部 の 形態 の相 違

が,野 外 で の両 亜 種 の識 別 に意 味 を 持 つ と言 え よ う.

(5)頸 長 の相 違

 頸 長 も両 亜 種 間 で 著 しい 相 違 が あ り,A.f. middendorfiは 長 く,A.f.serrirostrisは 短 い

(P<0.01,Table 1).し た が って,頸 を直 立 させ た 姿 勢(警 戒 姿 勢)の 場 合 に は有 効 な識 別

点 とな る.し か しそ の他 の姿 勢(背 眠 ・採 食 な ど)の 場 合,頸 長 の比 較 は 困難 な ため,補

助 的 識 別 点 と して 用 い た.

(6) 生 態 的 相 違

 鳴 き声 は 両 亜 種 で か な り異 な り,A.f.middendorfiは 非 常 に低 く,太 い声 で あ る のに 対

し,A.f. serrirostrisの 声 は高 く,金 属 質 を 帯 び て い るの で,鳴 き声 で両 者 を 識 別 可 能 な ご
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Fig.6.Exposed　 culmen　 and　 visible　 depth　 of　 lower　 mandible　 of　 Anser　 fabalis　 collected　 in

Niigata(○)and　 Miyagi(●)Prefectures.

とが 多 い.飛 翔 中 の個 体 に 対 して は 最 も有 効 な識 別 点 とな る.

両 亜 種 の生 息 環 境,と りわ け 採 食 環 境 は 異 な る こ とが 多 い.A.f.serrirostrisは 開 け た 水

田 ・畑 ・牧 草 地 な どで 採 食 し,A.f.middendorfiは 沼 沢 地 で採 食 す る傾 向が 強 い.し か し

これ らは 地 理 的 環 境 や 気 象 状 況 な ど に よ り異 な る こ と も あ る ので,補 助 的 識 別 点 と して 用

い た.

以 上,A.f.serrirostrisとA.f.middendorfiの 野 外 識 別 の方 法 に つ い て,形 態 お よび 生 態

的 視 点か ら述 べ た.亜 種 の決 定 に際 しては,上 述 した 識 別 点 を 総 合 して 亜 種 の 判 別 を 行 っ

た.そ の過 程 で 羽 数 は 少 な い が,両 亜 種 の 形 質 を 合 せ 持 つ 個 体 も観 察 さ れ た.こ れ ら は

'中 間型'と して 別 に 扱 うこ とに した.中 間 型 の 詳 細 に つ い て は 稿 を 改 め て報 告 した い.

考 察

著 者 らは現 在 野 外 識 別 法 を 用 い て 各 地 のA.fabalis個 体 群 に つ い てA.f.serrirostrisと

A.f.middendorfiの 亜 種 識 別 を 行 って い る.気 象 条件 が よ く,湖 沼 の水 面 や 広 い水 田地 帯

な どの見 は ら しの よい 環 境 に い る群 れ な らば,1km以 上 の距 離 か らで も25倍 の望 遠 鏡 で

亜 種 の識 別 は可 能 で あ る.ま た 群 れ 全 体 が 最 も活 動 的 な 時 間 帯 や 全 群 が 警 戒 姿 勢 を した時

な ど,横 顔 の観 察 が 容 易 な 時 に 調 査 を 行 え ば,各 個 体 群 の十 分 多 くの個 体 の亜 種 識 別 を 行

う ことが で き る.

現 在,A.fabalisの 越 冬 地 は宮 城・ 新 潟 ・石 川 ・福 井 ・滋 賀 ・島根 県 下 に あ る.こ れ ら

の各 越 冬 地 の個 体 群 を対 象 と し,上 記 の野 外 識 別 法 で 得 られ た 結 果 の うち,新 潟 県豊 栄 市

の福 島潟 お よび 宮 城 県 黒 川 郡 大 郷 町 粕 川 地 内 で の 調査 結 果 をTable　 2に 例 示 した.両 地 域

で各3回 の調 査 を行 った が,い ず れ の場 合 も福 島 潟 で はA.f.middendorfi,粕 川地 内 で は

A.f.serrirostrisが 大 多 数 を 占 め る とい う結 果 が 得 られ た.次 に こ の結 果 を 検 証 す る た め

に,新 潟 県 と宮 城 県 下 で捕 獲 され た個 体(新 潟 県産9体,宮 城 県 産18体)の 計 測 を 行 い,

そ れ を 野 外 識 別 法 の 結果 と比較 した.

Fig.6に これ らの計 測 値 の うち,両 亜 種 問 の 有 意 差 が顕 著 な嘴 峰 を横 軸 に,下嘴 高 を 縦

軸 に と った 散 布 図 を示 した.同 図 は,新 潟 県 産 の個 体 は嘴 峰 が 長 く,下嘴 が 薄 いA.f.mi-

ddendorfiが 大 多数 を 占め,宮 城 県 産 の もの は す べ て嘴 峰 が 短 く,下嘴 が厚 いA.f.serriro-

strisで あ る こ とを 示 して い る.こ の結 果 は,野 外 識 別 法 に よ り得 られ た 結 果 と よ く一 致 す
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る.以 上 の こ とか ら,野 外 観 察 に 基 くA.f.serrirostrisとA.f.middendorfeの 亜 種 識 別 は

可 能 と考 え る.
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要 約.

(1)目 本に渡来す るヒシ クイAnser fabalisの 各個体群 の亜種調査 を行 うために,ヒ シ クイA.f.

serrirostrisとオオ ヒシクイA.f.middendorfiの 野外識別の可能性を検討 した.

(2)こ の2亜 種は形態的相違が顕著で,生 態的に も異な る点が多 く,野 外観察で も識別可能であ

る.至 近距離 の場合 鵬 の形態のみで,遠 距離(約1㎞)の 場 合で も25倍 の望遠鏡を用いれば,嘴

峰ノ頭長比*1,嘴 峰/嘴 高(基 部)比*2,頭 ・嘴部全体 の形態 の相違,な どの形態的比較や,鳴 き声の

相違 などの生態的比較に よ り亜種を識 別で きる.

(3)野 外識別法 によ り得 られた結果 と,同 一地域で採取 された標本調査 の結果 は,よ く一致 した.

例 えば,宮 城県下 の個体群はA.f.serrirostrisが,ま た新潟県下 の ものはA.f.middendorfiが 大多数

を 占める とい う結果が,両 方法か ら得 られた.

 (1) In order to investigate the subspecies of Bean Geese Anser fabalis wintering in Japan, the 
points of field identification for A. f. serrirostris and A. f. middendorfi were discussed. 

 (2) When nearby these two subspecies can be distinguished easily by the shape of the bill. At 
a distance of 1 km or more (and using a telescope *25), it is still possible to identify the subspecies 
by the combination of the following criteria:

a) Length of culmen/length of head ....
*1 A. f. middendorfi 
<1 A.f. serrirostris

b) Length of culmen/bill depth at base .... *2 A. f. middendorfi 
<2 A.f. serrirostris

     c) Difference of voice (and to some extent difference in feeding habitat) 

 (3) The above method was used in our goose counts at Fukushima-gata, Niigata Pref. and Kasu-
gawa, Miyagi Pref. Sample specimens were also captured in these areas and the results were com-
pared. Both the field identification and the sample specimens indicate that most individuals of the 
population wintering in Niigata Pref. are A. f. middendorfi and those in Miyagi Pref. are A. f. 
serrirostris. The close agreement of the results obtained shows that it is possible to identify the 
subspecies of Bean Geese reliably in the field.
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